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市川工場跡地等における土壌調査の結果と対策の実施について 
 

京葉ガスは平成１８年４月に東京電力株式会社から原料として天然ガス

の受け入れを開始し、これに伴い同年３月末、市川工場（市川市市川南）

の操業を停止しました。順次、ガス製造設備などの撤去工事を進め、平成

２０年５月に地上部の設備撤去が完了したことを受け、今年３月に土壌調

査（※１）に着手しました。 

調査の結果と対策計画などは以下の通りです。 
  

１．履歴 

市川工場は昭和３年に操業を開始し、平成１８年３月末の操業停止まで７８年間にわ

たり都市ガスを製造していました。操業開始から昭和３５年までの３２年間は都市ガス

の原料に石炭を使用していましたが、その後は原料を千葉県産天然ガスや石油系原料（ナ

フサ、ブタン）に切り替えました。 
 

２．調査結果および周辺への影響について【詳細は別紙１】 

今回の調査により、市川工場跡地等（※２）（以下、当該用地）において基準（※３）を上回

る特定有害物質（シアン、ベンゼン等）が検出されました。 
なお、当該用地の地表面はアスファルト舗装や健全土等で被覆されているため、地表面

からの飛散による影響はないものと考えております。地下水につきましては、市川市によ

る当該用地周辺で行われた地下水調査において、当該用地の影響で基準を超過した項目が

ないことを確認しておりますので、周辺環境への影響はないものと考えております。 
 

３．基準超過の発生原因（推定） 

当該用地では、操業を開始した昭和３年から３５年まで石炭を主原料として都市ガス

を製造していましたが、その製造工程中にシアン、ベンゼン等の物質が副生されていま

した。 
操業時期が古いため正確な原因を特定することは困難ですが、装置の損傷等により漏

洩した物質が土壌に浸透したものと推定されます。 
なお、現在は天然ガスを原料とした都市ガスを供給し、また、当該用地は駐車場用地

等として使用していますので、これらの物質が発生することはありません。 
 
４．対策の実施について【詳細は別紙２】 

今回の土壌調査の結果を踏まえ、当該用地内の地下水の拡散防止対策として揚水処理

を実施します。平成２２年３月末までの稼動開始を予定しています。 
稼動までの準備工事の期間中は、騒音、振動等による周辺への影響に細心の配慮を図

ってまいります。近隣の皆さま方におかれましては何卒、ご理解の上ご協力いただきま

すようお願い申し上げます。 
※１：関係法令（土壌汚染対策法および市川市環境保全条例）に準拠させ、自主的な調査を実施しました。 

※２：今回の調査は、本社社屋の道路を挟み西側の市川工場跡地（約３０,４００㎡）と、本社社屋東側の現駐車場（約８,３００㎡）を対
象に実施しました。現駐車場の一部は当時、石炭やガス製造設備の関連装置、機材の仮置き場等として使用していました。 

※３：土壌汚染対策法および市川市環境保全条例、市川市との環境保全協定書の定める基準値。 

 

 
 



  

平成２１年１２月２日 

【別紙１】 

京葉ガス市川工場跡地等における土壌調査の結果（詳細） 

 

１. 調査対象箇所     千葉県市川市市川南２－８－８ 他（合計約３８,７００㎡） 

※今回の調査は、本社社屋の道路を挟み西側の市川工場跡地（約３０,４００㎡）と、本社社屋
東側の現駐車場（約８,３００㎡）を対象に実施しました。現駐車場の一部は当時、石炭やガス
製造設備の関連装置、機材の仮置き場等として使用していました。 

 

２. 調査方法 

土壌汚染対策法等の関連法令に準拠して当該用地全体の調査を行い、土壌汚染の健康

影響の把握を行いました。 

当該用地を１０ｍ格子区画（１００㎡単位／計３３２区画）または３０ｍ格子区画

（９００㎡単位／計１３区画）に区切り、表層土壌の調査とボーリングによる調査を実

施しました。 



  

３. 調査結果 

土壌溶出量１０項目、同含有量３項目で基準値（土壌汚染対策法の指定基準および市

川市との環境保全協定書＝平成１２年１１月締結＝の基準）を超えるデータが確認され

ました。 

また、地下水において４項目で基準値（土壌汚染対策法の地下水基準）を超えるデー

タが確認されました。 

なお、ｶﾄﾞﾐｳﾑ、ｼﾏｼﾞﾝ､ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾟ､四塩化炭素、1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ｼｽ-1,2-

ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、ｱﾙｷﾙ水銀、ｾﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾁｳﾗﾑ､1,1,1-ﾄﾘ

ｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、PCB、有機りん、ｸﾛﾛﾎﾙﾑ､ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、

1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ、p-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ﾄﾙｴﾝ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ｱﾝﾁﾓﾝ、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類について

は基準値を超えるデータは確認されておりません。 

【表１】土壌溶出量分析結果一覧 

【表２】土壌含有量分析結果一覧 

【表３】地下水分析結果一覧 

 



  

【表１】土壌溶出量分析結果一覧 

項目 基準値 
基準値超過データ数
(超過数 / 全試料数) データの最大値 

最大値倍率
（倍） 

六価ｸﾛﾑ 0.05 10/404 0.49 9.8 

ｼｱﾝ 不検出 55/572 3.9 39 

水銀 0.0005 5/381 0.001 2 

鉛 0.01 51/757 0.40 40 

砒素 0.01  165/615 0.23 23 

ふっ素 0.8 66/558 4.9 6.1 

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 0.01 26/228 0.34 34 

ほう素 1  3/307 1.4 1.4 

ｷｼﾚﾝ 0.4 1/30 0.41 1.0 

土壌 

(溶出) 

(mg/l) 

ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ 0.07  7/374 0.24 3.4 

※網掛け（キシレンおよびモリブデン）は市川市との環境保全協定書、それ以外は土壌汚染対策法が定める物質。 

※シアンの基準値超過データ数は、定量下限０.１mg/l 以上の試料数を言う。また、シアンの最大値倍率は、基準値と

して定量下限(０.１mg/l)を用いた。 

 

【表２】土壌含有量分析結果一覧 

項目 基準値 
基準値超過データ数
(超過数 / 全試料数)データの最大値 

最大値倍率
（倍） 

ｼｱﾝ 50 2/572 130 2.6 

鉛 150 84/757 8,300 55.3 

土壌 

(含有) 

(mg/kg) ふっ素 4,000  3/558 4,700 1.2 

 

【表３】地下水分析結果一覧 

項目 基準値 
基準値超過データ数
(超過数 / 全試料数) データの最大値 

最大値倍率
（倍） 

ｼｱﾝ 不検出 7/66 0.64 6.4 

砒素 0.01 26/66 0.03 3 

ふっ素 0.8 3/66 1.7 2.1 

地下水 

(mg/l) 

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 0.01  9/66 0.31 31 

※地下水観測井２２箇所にて３回測定。 
 

以 上 



  

平成２１年１２月２日 

【別紙２】 

京葉ガス市川工場跡地等における対策について 

１．対策概要 

（１）対策場所      千葉県市川市市川南２－８－８（京葉ガス市川工場跡地） 
（２）対策開始時期    平成２２年３月末までに稼動開始予定 
（３）対策内容      揚水による地下水拡散の防止 

 
２．対策方法 

・揚水試験などの現地調査の結果に基づき揚水井戸等の詳細設計を

行います。揚水井戸等を適切な位置に設置するとともに、地盤沈

下に配慮した仕様とします。 

 

・揚水によって地下水の拡散を防止します。くみ上げた水は浄化処

理した後、排水します。地盤沈下を生じさせないよう細心の注意

を払い運転します。 

  

・対策の実施状況について記録を作成し、保管管理します。 

 

 

   

【対策のイメージ図】 

 

 
※稼動開始時期や対策の内容は、今後の検討などにより変更となる場合があります。 

以 上 

対策準備 
（調査・設計・施工）

揚水による浄化 

記録の作成・管理 

基準超過土壌




